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～ War Memorial Primary Schoolとの気候変動の学習交流から学ぶ持続可能な世界～ 
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１ 日本であまり感じられない気候変動の影響のインパクトをどのように実感したのか  

 ・ 2018 年度から海洋と地球環境のつながりと仕組み，それらの変化について，5年，6年を中心に教

科横断的な探究活動を進めている。 

東京大学海洋教育センターの丹羽淑博特任准教授，東北大学大学院理学研究科の須賀利雄教授，

日本キリバス協会のケンタロ・オノ代表理事などから，地球全体の偏西風と海流との関係，暖流・

寒流による対流，海水温上昇に伴う地球温暖化，気候変動による台風等の気象災害の多発化と激甚

化など，気候変動の現状と生活への影響，日常生活と気象危機との因果関係について専門的に学ん

できたことで，子供たちは気候変動を身近な出来事であると認識し，自分事として危機感をもつよ

うになってきた。 

 ・ 昨年 7 月の九州での豪雨災害では，震災直後から継続して支援をいただき，桜を通じて交流を深

めている福岡県大牟田市の小学校が大きな被害を受けたことに衝撃を受け，他人事ではない問題と

して身近に考えるきっかけの一つともなった。 

・ 地球規模で確実に進行している気候変動が引き起こす海の温暖化などにより，水産業を基幹産業

としている気仙沼市への影響も大きく，近年のサンマの不漁をはじめとする水揚げ量の減少，水揚

げされる魚種の変化，漁業水域の遠方化などによる経済損失など，「海と生きる」気仙沼への打撃が

大きくなってきていることを実感的に，切実な問題として捉えられるようになってきている。 

・ 海の豊かさと恵みの側面と，気候変動がもたらす海の危機，それらが影響を及ぼす気仙沼の水産

業と経済，自分たちの生活とのつながりについて深く知り，学び，できる行動を起こそうという意

欲が高まってきている。 

・ ケンタロ・オノ代表理事から聞いたキリバスの現状と未来に対して，上記の認識がさらに強化さ

れ，現実の問題としてユネスコスクール間で交流する意義に向き合おうとしている。 

 

２ その気候変動と私たちの日常生活との因果関係をどのように捉えることができたのか 

 ・ 4年で学んだ鹿折川の環境，利水，治水などと，豊かな水が育む多様な生命と私たちの生活への潤

いなどが，昨今の気候変動に伴う豪雨や洪水，土砂災害などにより危機にさらされつつあることに目

を向けるようになってきた。森川海の豊かな環境に恵まれている気仙沼も例外ではなく，気候変動の

影響を受け始めていることを理解してきている。 

・ 主に 5 年で深く学んできた気仙沼の水産業が，地球温暖化の影響を受けて，持続不可能な状況に

なる恐れがあることを，漁業従事者や漁船員などから直接聞いたことで，その深刻さを理解し始めた。 



 ・ ここ 3 年ほどは自分たちが住む地域気仙沼を象徴する魚「サンマ」が水揚げされなくなってきて

いる異常な状態が続いている。今まで当たり前のように売られ，当たり前のように食べられていたサ

ンマが容易に手に入らなくなり，人が生きるための「食」にも影響している。「海と生きる」気仙沼で

は市漁業や水産関連企業で働く人が多く，水産クラスターがまちの経済や人々の生活を支えている。

気候変動の影響をまともに受けて，水揚げ量が減少することは，産業の衰退のみならず，気仙沼の伝

統や文化へ等，様々な面に対して負の影響を生み，連鎖的に深刻な問題につながっていくことを児童

は理解し始めてきている。 

 ・ 鹿折小学校に統合した旧白山小学校では，毎年全校児童による「雪上かるた大会」が恒例行事とし

て開催されていた。その伝統を受け継ぎ，大切にしてきたこの行事が近年の雪不足のために開催が困

難になってきている。一昨年は全く雪が積もらず「寒中かるた大会」に変更した。昨年はうっすら積

もった雪の上でかろうじて開催できた。気候変動は児童が楽しみにしている学校行事にさえも影響を

及ぼしていることを児童は悲しんでいる。 

 

３ その気候変動の緩和のためにどのような対策や行動を起こそうとしたのか 

 ・ 鹿折小学校では，教科等や特設領域「海と生きる探究活動」だけではなく，児童会活動や有志児童

による主体的な活動においても，気候変動に向き合う活動に取り組んでいる。一昨年度からは，6年

生が中心となって始めた「エコバッグ運動」や「フードロス運動（給食を残さず食べる残食ゼロ運

動）」を全校で継続している。 

・ 現 5 年生有志が 2 年生の時に組織し，継続して取り組んでいる「小さなユネスコ隊」活動では，

新聞紙を再利用した手作りバッグを地域の店舗で活用してもらうよう働きかけたり，友達を誘いバ

ッグの用途に合った形態を工夫したりしながら作成したり，周囲に作成と使用を働きかけたり積極

的に活動している。 

・ この小さなユネスコ隊の児童が率先役となりながら他の児童を巻き込み，校門付近の歩道の落ち

葉掃きを行い，学校備え付けのコンポストに堆積し，腐葉土として活用できる取組も継続している。 

 ・ 全校縦割り班活動の一つとして，環境委員会を中心に校地内花壇の植栽活動を行い，環境美化とと

もに緑を増やし CO₂削減につながる活動を行っている。 

・ 身近な「食」を切り口に，倫理的な生産と消費（エシカル，3Rsなど）へ意識を向け，気候変動の

緩和を目指している。食は人間の生活になくてはならないものであり，地球温暖化の影響をまとも

に受ける自然が育む恵みそのものである。気候変動が「食」に与える影響，私たちの「食」が地球環

境に及ぼす影響を身近に考えられる教材として，5年，6年では家庭科 SDGsに取り組んでいる。 

 ・ 6年生では「スローフード運動」「地産地消」「食品ロスの削減」をテーマに活動を進めている。気

仙沼市は，日本で初めてスローフード都市宣言を行ったまちである。カーボンフットマイレージの

高いファーストフードを食べる生活から，地域で取れた食材に感謝をして，食べ残しのないように

食すことを大切にしようと行動している。また，そのような児童の考え，思いを学校全体で取り組も

うとしている。教科等や「海と生きる探究活動」で学んだことを，委員会活動等でも取り組めるよう



に配慮している。給食・保健委員会が「ぱくぱく週間」を設定し，残食ゼロを目指して全校で取り組

んでいる。 

 ・ 「地産地消」「食品ロスの削減」をテーマにしたオリジナル弁当の考案をカリキュラムに位置付け

ている。リモート授業で，会津若松市で食育に携わる山際博美さんの指導を受けて，メカジキやカツ

オなど，気仙沼で水揚げされる食材のレシピを児童一人一人が考える。12 月に探究旅行で会津を訪

れた際に，昼食時にお弁当として，児童考案のオリジナル弁当を味わう。 

 

４ 気候変動の影響を受けている人々や国々に対して，どのような支援や行動ができるのか 

 ・ 今年度，仙台ユネスコ協会の支援によるキリバス共和国との交流で，地球温暖化の影響を受けてい

る国や人々の持続不可能性が高まっている現実を正しく理解し，その問題を解決するために自分た

ちができること、一緒にできることを考えている。 

 ・ ケンタロ・オノ代表理事，そしてキリバス共和国との交流（児童間及び教職員間）を通して，自分

かできること，自分の地域で継続してできることを，協力しながら実践していく。また，教師自身が

キリバスの現状を通じて気候変動への理解を深くし，探究的なカリキュラムづくりと効果的な指導

に活かせるように創意工夫していく（図 1,2,3）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ 児童一人一人が学校内だけでの行動ではなく，家族と一緒になって日常の生活の中で改めなければ

ならない無駄を減らしていく。 

 ・ 自分自身はもちろんであるが，児童一人では緩和に結び付かない取組については，友達や家族，周

囲の大人や地域にも働きかけていく。 

 ・ 共に未来を創るパートナーとして，協力してできるアクションを起こす。 

 

 

 

 

なお、政府系ウエケラ紙と国内唯一のテレビ局を運営する会社が、親会社が発行する民間のキリバスニ

ュースター紙に両校の交流が掲載される(図 4,5,6,7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

また、キリバス国内唯一のテレビ局 KiriOneTVにも取り上げられ、我が国（キリバス）のような小国と、

日本という大国の児童が交流することは、世界平和構築に大変有意義なものであり、また双方の児童が

双方の国を知ることは、教育の観点から非常に素晴らしいという内容で、今回の、キリバス国内最大規模

である War Memorial 小学校と鹿折小学校との交流について紹介された（図 8,9）。 

 


